
 
 科　目　名 必修／選択 単位数 年　次 学科
 

論理国語 必修 ２ ２ 全日制普通科単位制  

  
  科     
 目 　言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力  
 の を育成することを目指す。（科目の学習をとおして育成する具体的な資質・能力は学習到達目標参照）  
    概
 要   ※　標準単位４単位の内の２単位を２年次に分割履修する。

 
 教科書 「精選　論理国語」（数研出版）   

 教材名   
 ①「読解力を鍛える現代文演習（標準）」（桐原書店）    

副教材 ②「入試頻出漢字＋現代文重要語彙　TOP2500　四訂版」（いいずな書店）※　  
③「要約練習 20」(第一学習社)※　  
④ 「新訂総合国語便覧」（第一学習社）※　　　　　　　　　　※１年次に購入   

 
担当者  若林　直人・新居　大輔・宮下　敏夫   

 （1）実社会に必要な国語の知識や技能を身に付ける。【知識・技能】 
学習到達目標 （2）「書くこと」、「読むこと」の各領域において、論理的、批判的に考える力を伸ばすとと

もに、創造的に考える力を養い、他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考
えを広げたり深めたりすることができる。【思考・判断・表現】 

（3）言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，
我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうとする。
【主体的に学習に取り組む態度】

 (1) 主体的に授業に参加し、様々な言語活動を行うことや、副教材を活用することで知識・

学習方法 技能を身に付ける。 
(2)「書くこと」「読むこと」の２領域を関連させ、思考力・判断力、表現力等を高める。特

 にメモを取ることや図示することで内容を整理して読み書きすることを日常化する。
(3) 学習の見通しをもつことや学習の過程を振り返ることによって主体的な取り組み方を学

ぶ。

 知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度

 
 評価   考査（年２回）・ 　考査（年２回）・要約(読む 　リフレクションシート 
  漢字テスト（年４ こと)、ワークシート等　（書 　取組状況の観察等 
 方法 回）等 くこと・読むことの２領域に 　（単元ごとに評価する）
 ついて単元ごとに評価する）

 評価基準
と   下記Ｂの項目につ 　下記Ｂの項目について規準 　下記Ｂの項目について規準を大き

評価規準 Ａ いて規準を大きく を大きく上回っている く上回っている　
 上回っている

  実社会に必要な国   論理的，批判的に考える力を 学習目標達成に向けて、 
Ｂ 語の知識や技能に 伸ばすとともに、他者との関わ 　①主体的に粘り強く取り組むこ

ついて概ね理解で りの中で伝え合う力を高め、自 と、②取組の中で自らの学習を調整
きている。 分の思いや考えを深めることが することのうち少なくともどちらか

概ねできている。 一方が概ねできている

   上記Ａの項目に   上記Ａの項目について、努力   上記Ａの項目について、努力を要
Ｃ ついて、努力を要 を要する。 する。

する。

 
※追考査は実施しない。 

 



 

 科目名［論理国語］
年　間　学　習　計　画 

月 章　・　単元 学習内容・目標等（○は扱う教材） 時数 備考（テスト・講習等）

 4 ☆１　書き手の配慮を読み取る ○「学問の発見」、チェックポイント１ ４ ※学習内容・目
 ・文章の効果的な組み立て方について理解   ・〔知識・技能〕：(1)ウ  標等に記載して
 する 　                   いる記号は学習
 ・文章の構成や表現の仕方に注目し書き手 　・「B 読むこと」：エ  指導要領が示す

     の配慮を評価する 内容の番号等
     

 5 ☆２　論拠をそろえて書く ○「羅生門」、P27 ズームアップ ６ １年次「言語文
 ・主張と前提、反証など情報と情報の関係 　・〔知識・技能〕：(2)ア  化」の教科書を
 について理解を深める                      使用　 
 ・新たな考えの構築に役立つ読書の意義と 　　　　　　　　　(3  )ア   　    　　
 6     効用について理解を深める 　 　 ベネッセ総合学
 ・主張を支える適切な根拠をそろえて書く   ・「A 書くこと」：イ 　 力テスト 
      

  【要約の取組】 ○要約練習 20    ※１ 要約練習
     業者添削１回目 
 ☆３　身近な芸術について書く ○「手の変幻」 ６  
     ・詩的な随想を書く際の効果的な展開等に   ・〔知識・技能〕：(1)エ   

     ついて理解を深める 漢字テスト①
 7 　　・目的に応じ適切な題材を決めて書く   ・「A 書くこと」：ア   

     
 ☆４　論点を明確にして読む ○「「内的成長」社会へ」、チェックポイント３ ４ 【夏期講習】 
     ・学術的な学習の基礎となる語句を使い、   ・〔知識・技能〕：(1)イ  夏休みの課題と

    語彙を豊かにする して要約練習
 　　・論理展開などを的確に捉え、論点を明確に   ・「B 読むこと」：ア  20 の 11 に取り
 8 し要旨を捉える   組む 
       全統模試 

  【要約の取組】 ○要約練習 20    ※１ 要約練習と
     業者添削２回目

 ☆５　資料を関連付けて読む ○「「具体」から「抽象」へ」、チェックポイ ４  
      ント２   
 　　・定義や抽象化など認識や説明を可能にす ・〔知識・技能〕：(1)ア   

     る言葉の働きについて理解する
 　　・複数資料から必要な情報を関連付けて考え ・「B 読むこと」：キ   
 9 を深める     

     
 【学習の振り返り】   　 ◇    前期期末考査の実施 ※２
    〔知識・技能〕と〔B   読むこと〕

    に関する内容から出題。文章につ
     いては未読のものも出題
     ◇考査の振り返り ※２

      
 ☆６　種類の異なる文章を比較して読む ○「国境を越える言葉」、P53 探究の扉 ６  
     ・視覚化によって情報を整理する方法につ    ・〔知識・技能〕：(2)イ   
10 いて理解を深めめる    
 　  ・関連する文章をもとに書き手の立場など   ・「B 読むこと」：オ   
 を考え解釈を深める    

     
 【要約の取組】 ○要約練習 20 ※１ 要約練習 
11     ベネッセ総合学
 ☆７　見学旅行について報告する ○ P354　報告書を書く  ４ 力テスト 
     ・視覚化によって情報を分かりやすく整理   ・〔知識・技能〕：(2)イ   
 する    旅行前に取組内

　  ・報告するべき内容が内容が的確に伝わる   ・「A 書くこと」：カ   容をよく理解し
よう吟味し、読み手からの助言を踏まえ   ておくことが必

要です。



 

月 章　・　単元 学習内容・目標等（○は扱う教材） 時数 備考（テスト・講習等）

11 ☆８　説得力のある文体で書く ○「胆力について」、チェックポイント４ ４  
 　　・演繹的な推論について理解を深め書くこ   ・〔知識・技能〕：(2)ウ   
 とに使う     
 　　・立場の異なる読み手を説得できるよう文 　・「A 書くこと」：ウ   

     章構成や論理展開を工夫する
     

12   【要約の取組】 ○要約練習 20    ※１ 要約練習と
     業者添削３回目
     

 ☆９　資料と関連付けて読む ○「未来世代への責任」  ５ 【冬期講習】 
 1     ・主張の前提となる時代背景と文章の内容   ・〔知識・技能〕：(2)ア  夏休みの課題と

    の関係について理解を深める 　 して要約練習
     ・関連資料と本文をもとに筆者の立場を考 　・「B 読むこと」：カ  20 の 15 に取り

     え、内容を解釈する 組む
     

  【要約の取組】 ○要約練習 20    ※１ 要約練習と
     業者添削４回目

 ☆ 10　批判的に読み、考えをまとめる ○「〈近代〉の入り口と出口の間」  ５  
     ・読み取った情報を階層化して整理する   ・〔知識・技能〕：(2)イ   
 　　・論拠等を批判的に検討し、内容を解釈す 　・「B 読むこと」：ウ   

     る
     

 2 ☆ 11　論理性を検討して書く ○「日本語は非論理的か」  ５  
     ・言葉の定義や説明のはたらきについて理   ・〔知識・技能〕：(1)ア   

  解を深める      
     ・文章の論理の明晰さを確かめ、主張が適 　・「A 書くこと」：オ   
      切に伝わる文章になるよう工夫する

     
 【学習の振り返り】   　 ◇    後期期末考査の実施 ※２
    〔知識・技能〕と〔B   読むこと〕

    に関する内容から出題。文章につ
     いては未読のものも出題
     ◇考査の振り返り ※２
     
☆ 12   　主張と根拠を明確にして書く ○「日本的論理」   ４
    ・文章の効果的な組み立て方について理解   ・〔知識・技能〕：(1)ウ  

   を深める
　　・多面的な視点から文章を見直し、吟味す 　・「A 書くこと」：エ  

   ることで主張と論拠を明確にする
   

☆ 13　資料と本文の関係を把握して読む ○「科学・技術の歴史の中での社会」  ５ 
    ・学術的な学習の基礎となる語句を使い、   ・〔知識・技能〕：(1)イ  

 語彙を豊かにする     
　　・写真資料と本文の関係を把握し、内容を 　・「B 読むこと」：イ  

   的確に捉える
   
   

※１  【要約の取組】 　・〔知識・技能〕：(1)ウ  ５ 
 　・「B 読むこと」：ア  

   
※２   【学習の振り返り】 考査等「B 読むこと」についての各   ４

内容

      領域別時間数    「A 書くこと」 …… 29  時間
　 　　　　　　       「B 読むこと」 …… 41  時間
                 　　　　　 　      　　　　　　　 計　70 時間


